






はじめに 

平成元年度から始められた本研究は、2 年目を迎えて、障害児保育の概念の整理と新保育

指針にもとずく障害児保育の内容の検討に重点がおかれてきた。それは障害児保育指針と

も言うべき「障害児保育の手引き」の作成に取り組むことである。その目的を持って研究

体制を組み、ディスカッションをかさね、原稿執筆を分担して行いながら、同時に保育の

現場担当者から広く意見、要望等の聴取をおこない、併せて研究協力者による討議を重ね

ていった。 


